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螢光鵬の進歩とその磨用の現状
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　　螢光膿の最近の研究はいちじるしい進歩を示し，

　その感用が非常に餉けてきた・（1）古くは螢光瞳とい

　えば時計の針に塗られた登光塗料が一般の目に鯛れ

　るすべてであつ71：が，螢光放電燈の普友となり丁ま

　たテレビジョンが現われ，さらに天然色にまでなろ

　うとしている．測定器の方にも用途は多く，特殊な

　ブラウン管よりシンチレ「ションカウンター等興味

　ある癒用が開けている．

1。膿用の登展

　（1）螢光放電燈

　螢光放電灯は低塵水銀灯のHg　2537　Aの董外線刺戟を

利用するもので，軍色螢光灯として普及しているものは

誘蛾灯である．・・・…般照明用としては白色螢光灯が用いら

れている．

　a）軍色螢光燈　学般の螢光灯は熱陰極型低屡水銀灯

の管の内面に2537入董外線によりよく光る螢光髄を塗

布したものである．軍色のものは一種類の螢光艦を用い

てその螢光色を出しているもので，CaWO4（螢光董色

4000A・活性艦としてPbを入れたもの4SOOA）が誘蛾灯

た多く用いられる．その弛Zn2Sio4／Mn（Mnば活性謹，
　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　e

5250A線），　Cd2B205／Mn（6200A桃）（ZnBe）2　SiO4／Mn

　　　　　　　　　　さ（ZnとBeの割合により5500～6000A）等が用いられ

ている．

　細い管の冷陰極型低屡水銀灯にも同様のものが用いら

れている．この竜のは高厘の電源を必要とする．

　b）螢光サイン，スリムランプ　ネオソサイyの色を

豊富にするため，わが國でも職後廣く用いられ出したも

ので，アルゴソのシ：…一マソ領域の董外線を利用する屯

の竜あるが，多くは水銀を入れてあるので冷陰極型水銀

　　　　5000A・6000　7000

第1圖　甕光色螢光燈のスペクトル　　第2圖
　　　　　　’（Oetting，　Amick）

軟白色螢光燈のスペクトル

　（Oetting，　Amick）

灯と同様に考えられる．スリムラソプはAr等のシ＝L　Pt

マン領域董外線で刺戟して螢光を出さすものであるが，

わが國では未だほとんど用いられていない．

　C）一般照明用螢光燈　白色螢光灯として豊光色
（6500°K）冷白色（4500°K）温白色（3500°K）が標準化

されているが，．その他軟白色（Soft脚hite　2800°K）自

然白色（natural　White）De　Luxe白色がある．

　初めて白色螢光灯が襲賢されtc當時はCaWO4／Pb（青）

Zn2SiO4／Mn（線）CdSiO3／Mn（澄）の3種混合螢光騰が

用いられたが，衣いで青はMgWO4，赤は℃d2B205／Mn

に替り／さらに1937年McKeagおよびRandall（2）の

護明し9e（ZnBe）2Sio4／Mnは獲光効率がよく，Zn：Be

の比により色調も加減できて，緑および赤はこれに置換

えられた．しかるにベリリウム化合物の有害作用が確認

され，1949年米國ではこれの放電灯使用を禁止されfe・

一時CaS二〇3／PbMnが赤成分として用いられたが効奉が

悪かつた・1942年McKeagおよびRenby（3）の護明にか

かるカルシウヘハロフォ．xへF一ト3（｝a3（PO4）2・Ca（F，Cl）2

！sbMn螢光睦はその前身の螢光盟3cd3（Po4）2・cdc12／

Mnの敏黙を補い・安定な螢光膣で，　F：CIの割合およ

びMnの量により，青白色より澄色まで任意の白色の螢

光を出し攣光効傘が今迄のものより優れていteので，現

在の白色螢光灯はすべてこれに切換えられてきte．　．この

螢光膣は軍猫で用いる場含もあり，またいくらか赤の方

へずらしたものにMgWO4を混じて白色を得る場合も多

い．・

　白色螢光灯の効奉は現在50　lm！W（ルPメソZワット）

に達し，白熱電球の131m／Wに比してはるかに明るい，
　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　o　一般の白色螢光灯は6500A～7600Aの深赤色（Deep

Red）が太腸光に比していちじるしく不足して赤色の演

色性が不滴足である．米國では6soo　A前後に極大鮎を

　　　　　　　　　もち深赤色に光るD・R・螢睦を使用
　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　　　した“De　Luxe”螢光灯を完成し

　　　　　　　　　演色性が完全になつたといわれる．

　　　　　　　　　D．R．螢光睦としてはCa3（po4）21

　　　　　　　　　CeMn（6SSO　A）（4）が主で，その他

　　　　　　　　　（ZnBa）Sio3／Mn等が研究されてい

　　　　　　　　　る．

　　　　　　　　　　d）董外線用螢光燈　誘蛾灯に用

　　　　　　　　　いられるCaWO4は董外線螢光も多

　　　　　　　　　く揖し，これが蛾を誘う役目の一部

　　　　　　　　　になつているとも考えられた．最近
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　　　　　　第3圖　緑色螢光燈のスペクトル

　　t－　　　　　　　　　（Oetting，　Amick）

はさらに董外線のみ出す螢光鐙が考えられ，董外線を通

す硝子と共に用いて董外線用螢光灯が脚るに至つた．

　　　　　　　e　　3400～4000AをBL領域（BIack　light）2800～3200
　eAは健康線領域（Erythemal　U・V・），これより短い光ば

殺菌線領域（Germicidal　U・V・）と呼ばれる．　BL．螢光

艦としてはca3（PO4）2／Ce5）BaSiO3／Pb系6）が用いられ

Ca3（PO4）2／T15）はE．螢光睦（健康線領域）としてよい．

これを塗つた螢光灯はこめ波長範園では高歴水銀の太陽

灯より5倍も効牽が高い．

　　e）・螢光高屡水銀燈　高屡水銀灯の色を調整するたあ

Hg　3650　Aの刺戟で赤に光る螢光髄を用いる．螢光高屡

水銀灯の研究は1930年代から盛んに行われた．ZnCdS

／Cu7），　Cd2B205／Mn等が用いられたが充分でなかつた．

最近マグネシウム・ハロ・ゲルマネe・・ト（3．5MgOO．5MgF2

Ge203／Mn）（8）がこの目的に適することが見出された．

この螢光膣は6250，6340，6430，6530，6600　Aに鋭い

螢光帯を持ち，300℃の高温で獲光効牽が最高になると

いう理論的にも面白い螢光髄である．

　（2）　陰極線用螢光謹

　測定用のブラウン管よりテレビジョン用直硯管，投影

管，さらに天然色テレピジョソ用と種々のものが研究さ

れ・用途に懸じてそれぞれ用いられる．米國ではP　No．

（Radio　Manufacturers　Ass・による螢光膿番號）をつけ

’て匿別している．

　a）一般ブラウン管用螢光艦　P1－－zn2sio4／Mn’（緑

色，一一me測定用），　P2一βZnslCu（Ag）（緑色，残光性）

P3－（ZnBe）2SiO4／Mn（黄色），　P4－一αZnS／Ag十ZnCdS／

Ag（白色）またはαzuSIAg＋（znBe）2SiO4／Mn（白色）

（この二種類はテレビジョソ用である），P5－－cawO4（青

色窩賃用）Pll－一一ZnSIAg（青色窟虞用）等である．な

おZnSのαは結晶系がウルツ石型，βは閃亜錯鑛型で

，あり，ZnCdSと書いたのはZnSとCdSの麹戎葡混合

した庵の，（ZnBe）2についても同じである．
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　　　’〃　〃　0．2613β40506　〃ご28ご～9’忽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一咽一劣

　　　　D．Daylight　S．　Sofewhite

　　　　O．低歴水銀燈

　　　　1・CaWO4（螢光燈）　2．】MgWO4
　　　　3r　Zn2sio！Mn　　　　4．（ZnBe）2SiO／Mn

　　　．5・CdSiO3／Mn　　　　6．　Cd2B205／Mn

　　　　第4圖　ICI表色系による螢光燈の色度

　b）特殊用ブラウン管螢光謹　P7’およびP14－ZnCdl

S／Cuの上にZnSIAgを塗布しteもの（螢光白色残光

黄色，長残光性）P10－KC1（陰極線で着色するもの，長・

残豫性）・P15－znO／zn残光が10－6secで超高速現象に

適する．

　このrk－一種類で白色になるZnS／P螢光wa　・9）の研究，硫

化物を用いない混合白色螢光膣（Zn2Sio，／Ti＋（ZnBe）2、

SiO4／MnまたはMgSiO3／Ti，　CaMgSiQ4／Ti（10）を青成

分としたもの）まfa天然色テレピジヨン用の青い成分と

して2CaO・MgO・SiO2／’Ce（11），赤い成分としてZn3（POs）2Y

／Mn（12）の研究がある．

　　　　4000　　　　　50U2　　　　　6000　　　　　7000

　　　　　A・znSIAg十（z’nBe）2siO4／Mn

　　　　　B・znSIAg十ZnCdSIAg
　　第5圖　テレビジョンの混合白色（射和，石津）

　（3）・X線用螢光瞳・　　　　　　　　　　　，

　直覗用又は間接撮影用としては從來のZnCdS／Ag螢：

光睦が敷率屯よく廣く用いられている．X線増感紙には

CaWO4が多く用いられているが，　BaSO4／－Pb（13）を用い

ると時間を孚減できるといわれる．

　（4）　護光塗料用螢光膿

　從來のZnS／Cu叉はZnCdS／Cuが用いられ，これに

0・04mg／‡gZnS程度のラジウムを加え自獲光にしている．
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米國では主にMsThが用いられ，．この方が螢光瞳の劣

化（14）をα放射能の増加により補い一定の明るさが長期

間保たれる・

　長残光性のCaS／Bi，　SrS／Bi等は分解しやすいため普

通の實用にはならない．

　（5）シンチレーション・カウンター用螢光騒

　二次電子壇倍光電管　（Photomultiplier）の獲達によ

り，粒子線が螢光饅に當つた時出るシンチレーショy

（Scintillation，閃塵光）を捕捉して，測定することが

できるようになつtc・螢光膿も古くα線のシソチレーシ

ョソに使われたZnSに替り，大きい結晶を作る無機お

よび有機の螢光膣が用いられている．　　　　　h．

　シンチレ’シヨソ・カウソタe…の特徴（15）はγ線に封

して敷牽がよく，無機の適當な螢光饅（NaI　T1）を用い

ればエネルギに比例したパルスの大きさが得られるこ

と，残光の短い螢光睦（Anthracene，　Stilben等）を用

いれば，高速計藪が行えること，またカリウム系螢光薩

（LiIITI，　LiIISn等）を用いれば，中性子のパルス吃敷

牽よく得られる等種々の特徴があるといわれる．

　螢光膿としては無機（16）ではNal／Tl，　KI／T：，　NH41

／Tl，　Lil／Tl，　Lil／Sn，　LiBr／sn，　Li2SnO3／Ti，　LiCaSiO

（J．W．　Irvine）

Anthracen6

Naphtha！ene

Phenanthrene

Chrysene

Pyrene

Carbazole

Fluorene

Diphenyl　oxide

Dibenzo　thio
phene

D°垂??撃撃凾h

Terphenyl

Quater　phenyI

Bibenzyl

traiS・Stilbene

1．4Diphenyl
butadiene
1．6－Diphenyl
hexatriene

㈲
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／C1，　CaWO4等である．　Li系は，　Li6（r・α）H3の反懸に

よる中性子に封してのシソチレ’シヨソ用である．

　有機の結晶は廣く研究されているが・すべて芳香族の

結晶（または溶液）である．γ線刺戟の時の残光とパル

スの高さを表にすると，（減衰の（）は董外線によるも

の）下表の様になる．

　混合螢光睦（ナフタレン中アソスラセソを含めたも

の（17））合成樹脂で固めたもの，溶液の螢光膣も用いられ

る．

　アソスラセンはi速中性子に鍬しても10～15％の感度
があり、’一まt4　’ maIITIはRaのγ線に樹して24％の
感度があるということである．

’二…欠電子増倍管は931Aから1P21，　IP22，1P28等

が出ているが，シソチレーション・カウソター用として

5819があり，「さらに新しくH5037，4646（1）等がR．C，

A．により硯究され作られている．英國ではEMI・5311

が用いられ，さらにEMI・6262が作られた・この6262

および4646は増幅度が2000Vで109ということであ
る．

　（6）その雌の用遽

　螢光漂白剤として各種の螢光染料が現われている・

侮辮）騰（麓慧二，

　　　　　　　　　violet　　　3．0　　100

一　　12

（0・52）　30

2．6　　20

o
　－－　　60

13　　60

（0．88）30

一　　　60

60

一　　　7

0．6　　25

〈：〉〈〉〈：〉＜：＞0．7　85

○一（CH2）2r〈二：〉

〈：〉（CH）、〈⊃〉

＜：》（c　H5、〈）

〈｝（CH）・〈）

Diph，nyl　acety1，・60一ご≡c〈）

T，，，aphenyl　Qc－Cρ

・thy1・n・　　d　こ〉

0．8．

845

0．6　　60

3

O．4　　25

12

U．V．

deep　violet

deep　violet

U．V．

dark　blue

U．V．

4－5－diphanyl　imidazo’oneのズルフ牙ソ

　　　　　　　　　t化物（B！ankphor　W1）等この一例である．

2・　基礎的研究の進歩

　（1）測定装置

　米國における研究の特徴の一つは，測定

器具の進歩により廣範な研究を速やかに行

つていることである．例えば分光輻射計ば

V・KL　Zwo「y麺n（18）の屯のもAE．Hardy（19）

の所のものも，S．L．　Parsons（20，等の組立

てたもの喝，すべて自記式になつているし，

またブラウン管で直覗できるようにして，

正確な螢光スペクトルが直ちにわかるよう

にして研究を行つている．わが國でもこれ

に刺戟されて放邊技研で自記式（21）の屯の

を組立てている．われわれの所でも1P22
．一ﾜkは931Aを用い直流増幅を加えてメ
Pター直讃（22）を行つているが，近く自記

電位差計と組含せて見る豫定である．

　また活性中心の電子捕獲準位（Electron

Trap）を知る手段とし冷却して刺戟した螢

光膿を一定速度で加熱して行きジその輝度

を測定していわゆる．Glow　Curve（23）を得

てそのトラップの深さを求めることも測光

の進歩による所が多い屯のと思われる．

　（2）　硫化物系螢光膿

　ZnS系螢光騰では職および鷹用の面で

　　　　　　　　　　　　　　、　27
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7°一

u乞鞠

　800　SOO　〃00　ノ〃O　l200　石00’
　　　　　　　　　　一一一●焼成温度（b）

1・Z・S．C・2・Z・S／Ag　3・B・Pt〔CN）、・4H，O

　　　第6圃　螢光スペクトル測定

勿．〃

f揮渡

一輿験値
一　一一一　言†算廼

　　　　ZOO　　　　　　　k　300

第7圓　ZnS／Cu（W）の加熱放出曲線

　　　　（WMiams，　Eyring）

　　　”0　　　　　　　2α7　　　　　　　300

　　　　　　　　　　　　　　　　　　K

　　　　第8圃　Zn±，S　OYMnの加熱放出曲線

　　　　　　　　〔Randall，　Wilkins）

の銀が多い・凱いものとしては燐を含むZ・Sで191，

4〔mOAと5600　A　S・鰍をもつ絶螢光を出すとい棟

ている・af・　Z・S－CdSの一部SをS・で置換しt．la

率のよい陰極線用螢耀の研究（Uも多くなされた．Z。S

（まtcは一部CdSで置換し’・もの）1’：　AstとC。を同

時に入れ螢光淺光共得させだもの，またZnS！Pb・Cu，　ZnS

／Pb・Mn等赤外線用螢光膿124）の研究も多い，

　これらの活性盟はCu，　Ag，　Pbは中性原子，　Mn，稀

土類はイオンと考えて説明している人々①（：4）と，銅，

銀等もCu㌔Ag＋の形と考えている人々〔2’t．25〕とある．

またLi＋，およびNa＋はCi一と共存するときは活性瞳

　　28

　　　　　　　　　　　　　　　生　産　研究

となり，C1一と共存しないときは，螢光を滑すKillerに

なるという報吉（25）もある．

z”S／c・の蹴の醸鰍の研究（繊力嚥放出曲線蹴

（GI・w　g・rv・）よりT・apのee　sを定める研究が劾，

この時Z・Sの結晶が閃酬鯉（Bl・nd・型，等方晶

系）とウルツ石型（Wurtzite型六方晶系）といちじる

Pい差（27〕のある・と腿ぺている．棟われの磯で

は複屈折を利用して偏光顯微鏡で閃亜錯鑛型とウルツプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　700
　　　　　　　　　　　　　　　　　　4’

es　g　pm瀾折による硫イ臨鉛の結晶系の定量

　　　硫化炬鉛螢堆農の偏光顯微鏡篇眞

倍率10x6二コル直交，鏡感色板使用，　ZnS／Ag

を昇華して作つたもO，方向により青紫燈と色を

攣じウILツ石型（六方晶系）であることを示す．
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ノぐラジウム白金ンヤンイヒパリウム螢光畳豊の牽吉晶．

倍率2．3．線色の強い螢光をffiす．

型の割合を定量する方ta（26，を考案し，残光のいちじる

しい差が結晶系によることを確かめた．

　赤外線用螢光ee（24）・（ee）としてはZnS系の他CaS，

SrS系で活剤としてBi，　Ce，　Smを用いてよい結果が

得られている．赤外線により光を放出する輝脇および

光を出さずに暗くなる潰儘は赤外線の可覗化に利用され

るだけでなく，理論的にも光傳導度の測定と共に重要で

ある．

　また劣化の現象の研究も多く，淑度および活性化エネ

ルギPに關する研究「30，，微量コnイド状麺錯の分析お

よび黒化度との關聯の研究佃がある．

　ZnS螢光饒をHg　3650　Aで刺戟した場合獲光張度は

刺戟彊度に比例すると考えられていたが，或る温度條件

のとき，特にNi等のKi］lerを含む場合，刺戟彊度と

共に護光敷率が増加することが見出された．この獲光を

Superlinear　lu皿inescenceC32，と呼び非輻射性遷移の占

める割合の問題に蹄し最近盛んに研究されている．

　（3）酸化物系螢光腫

　Zn：Sioヨ／Mnの螢光スベクトルの部分幣〔33）に關する

研究　Glow　Curve〔23」の研究の他，懸用の所でも述べ

tcように特筆すべき黙は，二種の活性睡の利用により優

秀な螢光睡が出kことである・酸化物系の母睡は珪酸懸，

燐酸盤，ハロ燐酸騨，覇酸盤その他の酸化物で．活性瞳

は母匿中籔％よりO．OOI％位の微量のものであるが，

活性睡は刺戦を受げる中心（感光中心）となりまた護光

の中心ともなる．

　Z恥SiqではMnの他Ti，アルカリ土類珪酸髄では
Mn，　Pb，　Tl，　C1が有敷な活性瞳となる．アノしカリ土類

燐酸璽ではMn，　Sb，　Tl，　Ceが有敷である．

　Ca：s（PO4）tl，　Casio，に蘭nを活性豊としたものは電

子線刺戟では赤澄色の獲光をするが藍外線では陵光しな

い．しかるにCa3（PO，）：・！CeMn，　CaS二〇SIPbMn（34｝のよ

うに二重附活したものではHg　2537　AでCe或ぱPbに

よる弱い董外部稜光の他Mnによる明るい赤澄色の護光

をする．MnのN光tcついて量子敷率はおのおの55％，

1

357

75％に上る．この場合Ce，　Pbが感光中心，　Mnが硬

光中心となり，エネルギが母薩の中で敷傘よく移動④し

ていることがわかる．

　白色螢光灯に用いるハロフォスヘート（3Cal；PO4｝2・Ca

（FCI＞ノSbMn）はこの二重附活の實用上重要な例である・

　螢光放電灯の劣化「35♪については，螢光睦にHgの附

着するための輝度の低下とMnL・03等の酸化物生威によ

る螢光睡の劣化が研究されている．　　　　　　　’

　（4）その他の螢光腫

　ZnF，・螢光膿に關する研究㈹，稀土類の螢光に闘ナる

研究（37ノ，Ba〔Pt，　Pd）（CN）g・4HL，Oの研究（392，アルカ

リハハライド系螢光農の研究（391等種々ある．KC且．．Ttに

ついては固睦論より精細な計算（401もされている．シソ

チレーシヨソ・カウソター用螢光膿としてはN　ali’Ti，

LiltTl等の他有機物の螢光饅が多く用いられている．

　有機物螢光薩の研究はン分子溝造的研究からπ電子の．

問題と結びついて盛んである．光傳導性等よりして，共

転二電結合によるπ電子は孚導睦結晶中の傳導幣電子に

類似が考えられる・

　螢光髄の懸用と研究は以上述べtcように廣範園ILわtc

るもので，ここに述べられなかつteue用も多いものと思

う．その全般を述べることは淺學の私の致す所でないの

で，耳目に鰯れる範園のもののみ取上げkものである．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1952．6．30）
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　　　　　’　非金属午渉フィルター．

　從來の光のフィルターは染料を用い或る波長の光を

吸牧し透過の着色させるものであつたが，最近光の干

渉を用いる干渉フィルターの研究が大いに進み，染料

一を用いたフィルターでは考えられなかつたことが種々

實現できるようになウてきた．干渉フィルターという

のは第1圖のように硝子の上に薄い膜をつけ，その厚

さ≧屈折率の組
　　ノ合わせを適當に

　して，膜の境に

おける反射光A，
B，C，　D，．．．．．．の・

位相と振幅を調

節し，干渉によ

　り所望の分光反

射，叉は擾光率

曲線を得させる

　竜のである．一

枚の薄膜では反’　　第1圖多暦薄膜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f射寧が弱くて問題にならないので多数の膜を重ね合わ

せる．膜中に金周（非常に薄いもの）を用いると相當

大きな反射寧が得られるが，必ず吸牧を俘うめで透過

光の最大値が50％以下になる．當研久保田研究室で

はほとんど吸牧のない一從つて透過光の最大値が
100％に近い一ものを得ることを目的に研究を進め，

　このためには，全く金麗を用いない非金囑膜のみの組

合わせで干渉フィルター…を作ることを研究して相當の

成績をあげている．

　　すでk本誌で爽表したカメラ距離計用の補色鏡菟そ

の一つであるが，また第2圖のように可視部め光はほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とんどそのまN
協透　　　　　　　　　　　　　　　　通すが紫外部又

80率　　　　　　　　　　　　tt　　は赤外部をカッ

ew　．・　xtsftF　勢険　　トする・イルダ
紹＼．　レフ4ル鮎　　　　　　　　一が製作され

〃　　　　　　　　　・　　　　　　た．前者は天然

伽　　　　　　　　if　a7　　　　Pt色爲．翼用フイル
　　　　　　　ー波長　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターs後者は映

　第2圖　紫外，赤外フィルタe・…　篇機等の熱線遽

噺用フィールターとして用いられる．また最近は暦め激

を思い切つて多くして9～15層以上重ねて翼空蒸着で

つけて最高透光率90％以上で幅0。1μの相當鏡》・透光．

曲線を有するものを作ることに成功した．從來の染料

を用いたフィルターではこのように透過帯の鏡いもの

は得らたず，また膜に金鴎を用いるとこのように大き

な透光率は得られない．膜の厚さ（光の波長程度）と

その屈折率の組合せを種々攣えると所望の透光曲線の

竜のが得られるはずであるが，n暦膜の’ものを作るに

は2n個の未知数を含む式を解かねばならないので計
算は非常に面倒であb，．今の虎では所望の透光曲線の

ものが必ず得られるとはいえない．この計算はちよう

ど多敷の屈折面を組合せて所望の牧差曲線を有すぐレ

ンズ系を作b上げるには昏屈折面の曲率牛脛，屈折寧，

厚さ等の多数の未知敷を含む式を解かねばならぬのと

同様で，零次近似（屈折系の揚合はガウスの公式，薄
膜の場合底累弐反射を考えない式）で大髄の組合せと

配列を與え，これを経験と根氣で補走しながら所望の

ものに近ずけて行くより外ない．このフィルタPは吸

牧がないから反射光と透過光は完全に補色になつてお

り，天然色テレビジョン等に用いられる三色分解用の

Dichroic　Mirrorはおそら．くこれによる外は作ること

溺できないであちう．これについては天然色テレビ委
員會の希望もあるので鏡意研究を重ねてts・b，早晩こ

れに適するものX計算と試作に成功し得るものと期待
されている．　　　　　　　　　　　　（1952．7．3）

　　　　　　　第43回自動副御研究會

日時　5月20日（火）午前10時～午後3時…
揚所　學士會館．（赤門前）

出席者57名
爽表1・「三段コントロ　一一ルの解析」野本氏（申大）

　　2．「アナログコンピュター」
　　　　　　　　　　　　　野村氏（東大生研）
　　3・「自動李衡型露黙記録計」

　　　　　　　　　　　　　寺尾氏（電氣試験所）
　　4・「飽和特性がt－　Ptボ系に與える影響について」

　　　　　　　　　　　　笠井氏（電氣試験所）
・　5・「比例位置制御回路の・一解析」

　　　　　　　　　　　　　酒井氏（電氣試瞼所プ

次回　6月24目（火）學士會館　午前1◎時～午後4時
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